
平成25年度　研究の構想
学校教育目標

・よく考える子

・思いやりのある子

・たくましい子

昨年度の研究の成果と今年度の課題
昨年度は、研究主題を「考えて書き、書いて考える児童の育成」と
し、先行研究を参考にしながら「書く力」を身に付けさせることを

課題とした。モデル文の作り方の共通理解が図れたこと、児童の書
くことへの意欲・書く力が向上したことが成果として挙げられる。
今年度も、「書くこと」に研究の重点を置き、どの子も書ける手だ
てとしてモデル文の作成に力を入れ、自信をもって書くことのでき
る児童を育成する。

研究主題

「どの子も自信をもって書くことができる指導の工夫」
－モデル文や文集「練馬の子ら」を活用して－

低学年 中学年 高学年

書

（∋取 材 を通 して 、 書 きた い ① 文 章 を書 くた めに 必 要 な ① 目的や 意 図 に応 じて書 く
題 材 に 必要 な事柄 を集 め 事柄 を調べ る力 事柄 を集 め 、見 通 しを も

る力 ② 段 落 相 互 の 関係 な どに注 って整 理す る力

② 自分 が書 いた 文 を声 に出 意 して文 章 を構成す る力 ② 考 え を表 す の に効果 的 な

して 読 み 、文 字 の誤 りな ③ 書 こ う とす る こ との 中心 文章 の構成 を考 え る力
どを直す 力 を明確 に し、理 由や 事例 （診必要 に応 じて文 章表 現 を

く ③ 身 近 な相 手 に分 か るよ う を挙 げて書 く力 工 夫 した り、図 や 資料 を
能 に文 章を書 く力 ④ 文章 の間違 い を正 した り、 用い た りす る力
力 ④ 文 と文 の続 け方 を考 えて よ りよい表 現 に書 き 直 し ④ 自分 の書 い た文 章 を読 み

意 味 が 正 し くつ な が る よ た りす る力 直 して 、 よ りよい表 現 に

うに書 く力 （罫書 いた もの を発表 し合い 、 す る力
⑤ 自分 の 考 えが 分 か るよ う 意見や感想 を述べ合 う力 ⑤書 いた ものを交流 し合 い、

に 、簡 単 な組 み 立 て を考 よい表 現 や構 成 に気 付 い
える力 て学 ぶ力

丁十　　　　　　　　　　　 ††　　　　　　　　　　 ††

め

・自分 の 思 いや 考 えを進 ん ・自分 の思 いや 考 え を書 く ・日常生 活 や他 教 科 の 中で

で書 こ うとす る子

・事 柄 の順 序 に沿 って書 く

た め の材 料 を意 欲 的 に収 も、積 極 的 に書 こ うとす

集 ・選 択 し、進 ん で 書 こ る子

うとす る子 ・目的や 意 図 に応 じて 、文
ざ ・相 手や 目的 に応 じて 、書 車 全 体 の構 成 の効 果 を考

す こ とので きる子

・書 い た もの を読 み合 い、

こ うとす る こ との 中 心 を え、 自分 の考 え が伝 わ る
児 明確 に し、段 落 相 互 の 関 よ うに書 くこ とので き る
童 係 に 注意 して書 くこ との 子
像 でき る子 ・書いた もの を発 表 し合い 、

・書 いた こ とを発表 し合い 、 友 達 か らの助 言 を受 け て

よい ところ を見 つ け て感 友 達 の考 えを受 け止 め て 表 現 の効 果 な どにつ い て
憩 を伝 え合 うこ とが で き さ らに考 え るこ との で き さ らに 工夫 した り推敲 し

る子 る子 た りで きる子

手

だ

授 業 学級経 営 全校 での取 り組み
・学 習活 動の 工夫 ・学級 づ く り ・木曜 日昼 の 1 0 分間作文

て ・学習 環境の 工夫 ・仲 間づ く り ・朝 読書

・兄 弟学年 での交流
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